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水稿薪品種「つや拒」の貯蔵性評価
第2報炊飯米物性と香り成分の貯蔵による変動

浅野目謙之 11・森谷真紀子.21・鈴木啓太郎 31・遠藤昌幸l)・松田 晃 1)・今回孝弘l)・安達員選 1)

(1)山形県農業総合研究センター・ 2)山形県村山総合支庁・ 3J独立行政法人農研機構)

Stored Evaluation of New Rice Variety“Tsuyahime" 

II Change of Cooking Rice Physical Properties and Smell Elements by Storing 

Noriyuki ASANOMEJ) ， Makiko MORIYA2i ， Keitaro SじZUKI
31
，Masayuki ENDOl) ，Akira MATSUDAll ， 

Takahiro KONTAll ，and Masamichi ADACHI1J 

(1) yiαmαgαtαIntegrαted Agriculturαl Research Ce九ter，

21 yiαmαgαtαPrefecture Government MurαyαmαAreαGenerαl Brαnch Administrαtion Officeαnd 

31 Nαtionαl Agricultureαnd Food Reseαrch OrgαnLZαtion) 

水稲新品種「つや姫」は山形県が育成し， 2010年か

ら一般作付けが開始された 本品種の貯蔵環境条件に

よる玄米内の生化学的変化(鮮度)を調査したまた，

食味へ及ぼす影響について 炊飯米物性及び香り成分

の変化を主軸として解析した

材料および方法

2008年に山形県農業総合研究センターで収穫された

「つや姫j，rはえぬきj，rコシヒカリJの玄米を紙袋毎
装し，…20

0

C，5
0

C (雪室貯蔵)， 15
0

C， 30
o
C，室温の

条件下に2009年 4月から貯蔵を開始し， 10月までの

180日間貯議した.貯蔵30日以降に議査に供する一定

を30日開隔で出庫して鮮度評価試験，食味官能試験

を行った貯蔵60日， 180日後においては食品総合研

究所穀類利用ユニットにて炊飯米物性，香り成分の調

査を行った

1)鮮鹿評価試験 グアヤコール呈色法，脂肪酸度iJlIJ

定，ラピッド・ピスコ・アナライザー (RVA，フォス

ジャパン製)による熱糊化特性変化，紫外線励起蛍光

画段法を用いた玄米の蛍光強度ifilJ定によって行った

2)食味宮能試験基準米を Oとして 3~ 十 3 で比

較しパネリスト 20~30名による平均値で示した

準米は拐の状態で-20
0

C貯蔵したはえぬきを用いた.

3)炊飯米物性精米lOgの少量炊飯を行い，約 2時

間放冷後に炊飯米 l粒の押しつぶし強度をテンシプ

レッサー(タケトモ電機， Myboy System)で測定した.

測定条件はロードセル 5kgf，プランジャースピード

6翻/s，押しつぶし幅は炊銀米の25%及び90%圧

縮，反復は30回で、m~定を行った

4)香り成分精米 5gをサンプル瓶に計量しにお

いセンサー (NST，出ode13320)へ供試した.各セン

サーから得られた香り成分の強度(数値)を主成分分

析により解析した.

結果および考察

貯蔵描度及び貯蔵期間に連動した鮮度変化が鮮定評

価試験から確認された(第 l関).貯蔵温度の高い玄米

は貯蔵日数の増加に伴って鮮度がさらに低下し貯識

温疫が低い玄米は貯蔵日数にかかわらず、鮮度が維持さ

れた.この結果について 品種聞に差は見られなかっ

た 貯蔵180日後の炊銀米物性測定において，貯蔵温

度が高い区の表層及び全体の粘りに関する測定値が低

下したが， rはえぬきJでその額向が顕著であった(第
l表).表層の硬さは貯蔵現段が高くなるにつれて値

が増加したが，各品種において30
0

C貯蔵で{院が小さく

なった 全体の硬さについても貯蔵温授と連動して値

が増加する傾向にあった.貯蔵温度15t以下の区で

は， rつや姫」の表層の粘り 表層の付着性の値が他の
品撞よりも高い傾向にあったが，硬さ関連の測定値

は，品種間で、大きな差は見られなかった 食味官能値

において， 5t及び15t貯蔵の「つや姫jの総合は，

貯蔵60日後に有意に高く， 5t貯載はその後も高い髄

が見られた(第2表) 貯識120日後において， rつや
姫Jの総合は有意差がないが， rはえぬきj，rコシヒカ
リJは有意に低い{直となった.外観は，各調査特に
5
0

C貯蔵の「つや版jで有意に高い値となり，味につ

いても高い値が見られた この結果は，これまでの試

験結果と関様であった 貯蹴120司後における諜査結

果を品種聞でよヒ較すると， rつや姫Jの総合，香り床，
粘り，硬さは基準米との有意差が認められなかった

が，外観は有意に高かった.rはえぬきJは，総合，外
観，香りが有意に低く，硬さが有意に高かった「コシ

ヒカ 1)jは総合，粘りが有意に低くなった においセ

ンサ一部定値による主成分分析の結果 200C. 5 t 

貯蔵， 15
0

C・室温貯蔵， 30t貯蔵でグループ分けが可

能であり，貯蔵温度が香り成分に影響を及ぼしたこと

が示された(第2図) しかし品種聞に明確な差は見
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られなかった.

1U二の結果から.rつや板jの貯歳性において，貯蔵
湿度及び常蔵期間に連動した鮮度低下は.rはえぬ
きJ.rコシヒカ 1)Jとi司f-*であった. HT~J:þにおける

香り成分値の変化には品種需差は見られず，貯蔵温度

が変動要~と考えられた.一方. 15
0

C貯蔵における計

蔵120日後の食味官能試験結果において.rつや姫jの
総合と外観は.rはえぬきJ， rコシヒカリJと比較して
高い値にあり，貯蔵180日後の炊飯米物性調査におい

ては.rつや姫jの粘りに関する物性値は.rはえぬきJ.
fコシヒカリJよりも高くなった. よって，貯礎自数の
増加が食味に及ぼす影響は.rlまえぬきJ.rコシヒカ
リ」によヒベて「つや姫jで小さいと考えられ. rつや
姫」の高い貯蔵性が示された

つや姫，はえぬき，コシヒカリの鮮茂推移
(各鮮度評価試験による結果)• 
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第2::主成分

Oつや姫

臼コシヒカリ

<>1まえぬき
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0CP:-i'遣を 50 

釜i昆制義 O ¥40 

¥ 9 ):: 

食味官能試験結果.第2表

120 

-20'C貯絞
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0

C貯蔵

100 …100 'A  Q 
10 

一20

30 

40 

30
0C貯蔵
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200 …300 時0.16 0.32* l土え2弘吉 15'C -0.36* ャ0.52**一0.16* -0.08 

-50 

…60 

においセンサー測定値による主成分
分析結果(貯蔵180EI後).

第2図
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つや提? ?f:i品切0.31*-0.42* -0.27 町0.19 -0.23 -0.31 * 

i主1)主主準米を0として-3~十3でlt絞0. 平均 ft1iで示した。
性:2)1総長米;土，はえぬきを紛の;t!.主主で-20'CHi'殺したものを)IJし、た
i宝3) 林ネ，林，キJ土それぞれ 0.1丸 l'れ水準で干r;ü:;;í~があることを示す

Ict4)パネリコミトl立20-----知名
iJ:5) ，試験は2008{j産米をI!Iい.2009fド4月からl!i'j認を行った
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